
　

次
に
平
成
28
年
度
の
事
業
計
画

と
総
額
2
千
3
5
3
万
円
に
の
ぼ

る
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
こ
ち
ら

も
満
場
の
拍
手
で
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
（
27
年
度
一
般
会
計
決

算
書
と
28
年
度
一
般
会
計
予
算
書

は
5
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

女
性
職
員
の
退
職
に
伴
い

2
0
1
4
年
10
月
か
ら
一
時
事
務

局
長
1
人
だ
け
と
な
っ
て
い
た
同

窓
会
事
務
局
が
、
今
年
4
月
か
ら

常
勤
2
人
体
制
と
な
っ
た
。

　

後
任
の
事
務
局
職
員
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
2
人

の
応
募
が
あ
り
面
接
の
結
果
、
東

海
林
玲
子
さ
ん
（
昭
和
54
卒
）
に

決
ま
っ
た
。
契
約
は
来
年
3
月
末

ま
で
の
1
年
間
で
、
こ
れ
に
よ
り

事
務
局
は
土
日
・
祝
日
、
年
末
年

始
な
ど
を
除
き
事
務
局
長
と
事
務

局
職
員
の
2
人
が
常
駐
す
る
本
来

の
体
制
に
戻
っ
た
。

事
務
局
職
員
を
公
募
採
用

　
　
　
再
び
2
人
常
勤
体
制
に

畑
澤
潤
一
顧
問
が
勇
退

　

こ
の
後
役
員
人
事
に
関
す
る
提

案
が
あ
り
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。
役
員
の
異
動
は
以
下
の
と
お

り
。▽
退
任
＝
畑
澤
潤
一
顧
問（
元

校
長
）、
伊
藤
成
年
副
会
長
（
昭

和
49
卒
）、
鎌
田
壽
監
事
（
昭
和

42
卒
）▽
就
任
＝
伊
藤
成
年
参
与
、

安
田
浩
幸
副
会
長
、
田
村
泰
教
監

事
（
昭
和
59
卒
）。

　

ま
た
、
企
画
委
員
に
新
た
に
山

口
武
秀
氏
（
昭
和
49
卒
）
の
就
任

を
求
め
る
人
事
案
件
に
同
意
し
た

ほ
か
、
続
先
蹤
録
編
纂
準
備
特
別

委
員
会
の
名
称
を
「
新
先
蹤
録
編

纂
特
別
委
員
会
」
に
変
更
す
る
案

も
満
場
一
致
で
了
承
さ
れ
た
。

　

総
会
は
最
後
に
、
平
成
26
年
9

月
末
で
退
職
し
た
女
性
事
務
職
員

と
の
間
で
退
職
金
の
支
払
い
額
を

め
ぐ
っ
て
現
在
係
争
中
の
裁
判
に

つ
い
て
高
橋
智
徳
副
会
長
（
昭
和

40
卒
）
が
経
過
説
明
を
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
案
件
は

当
初
、
秋
田
地
裁
で
2
回
の
労
働

審
判
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
和
解

に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
通
常
の
裁

判
に
移
行
し
、
同
窓
会
側
は
代
理

人
と
し
て
秋
田
弁
護
士
会
所
属
の

田
中
伸
一
弁
護
士
（
昭
和
44
卒
）

に
依
頼
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

高
橋
副
会
長
は
さ
ら
に
続
け

て
、「
こ
れ
以
上
の
詳
細
に
つ
い

て
は
裁
判
の
進
行
に
影
響
す
る
の

で
説
明
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
退
職
金
積
立
会
計
は
す
で

に
廃
止
し
て
お
り
、
現
在
の
事
務

職
員
と
は
退
職
金
制
度
は
な
い
旨

を
明
記
し
て
契
約
を
し
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
、
K
�A�

D
O
K
A
W
A
常
務
執
行
役
員
の

山
下
直
久
氏（
昭
和
51
卒
）が「
秋

田
と
K
A
D
O
K
A
W
A
と
私
」

と
題
し
て
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

　

講
演
会
後
の
懇
親
会
は
お
よ
そ

1
8
0
人
の
参
加
者
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。
会
場
び
っ
し
り
の

テ
ー
ブ
ル
席
を
埋
め
た
参
加
者
を

前
に
壇
上
に
立
っ
た
昭
和
16
年
卒

の
最
年
長
、
古
村
潤
二
郎
氏
（
校

友
会
歌
の
作
詞
者
・
古
村
精
一
郎

氏
の
ご
子
息
）
が
と
て
も
93
歳
と

は
思
え
な
い
力
強
い
発
声
で
乾

杯
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
祝

宴
は
始
ま
っ
た
。

　

出
席
者
は
最
初
こ
そ
指
定
さ
れ

た
テ
ー
ブ
ル
で
大
人
し
く
談
笑
し

て
い
た
も
の
の
、
や
が
て
他
の

テ
ー
ブ
ル
に
旧
知
の
先
輩
や
後
輩

を
見
つ
け
て
席
を
立
つ
人
が
目
立

ち
、
会
場
は
あ
ち
こ
ち
に
話
の
花

が
咲
い
て
大
き
な
笑
い
声
に
包
ま

れ
た
。
大
正
、
昭
和
、
平
成
生
ま

れ
が
一
堂
に
会
し
て
談
笑
す
る
と

い
う
、
長
い
伝
統
校
な
ら
で
は
の

光
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
新
旧
交

流
会
で
あ
っ
た
。

　

最
後
は
応
援
団
O
B
会
、
紫
紺

の
会
の
エ
ー
ル
で
校
友
会
歌
を
大

合
唱
、
出
席
者
中
最
年
少
の
プ
ロ

ダ
ン
サ
ー
鈴
木
祥
高
氏
（
平
成
12

卒
）
が
中
締
め
の
乾
杯
を
し
て
散

会
し
た
。
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